
 

 

 

理 念 

『患者様への安心、良質、適切の優しい薬物療法に寄与します』 

 

基本方針 

１．常に患者様中心の医療を考え、医薬品の適正使用の推進を使命とします。 

２．「くすりの専門家」としての専門知識を携え、医療チームの一員として、 

高度医療を支えます。 

３．高い知識と技能の水準を維持するよう研鑽に努めます。 

 

 

〔スタッフおよび業務動向〕 

令和 4年度は、4 月に新卒薬剤師が 2 名入職し、薬剤師 15 名、調剤補助員 4.5 名の体

制で開始し、11月に電子システムに精通した事務員 1名を増員することができました。 

業務内容は、調剤・注射調剤・院内製剤・無菌製剤・薬品管理・麻薬管理・治験薬管理

業務・DI（Drug information：医薬品情報管理）業務・薬剤管理指導業務・チーム医療へ

の参画（感染制御チーム、栄養サポートチーム、がん化学療法、緩和ケアチーム、褥瘡対

策チーム、医療安全事例検討会、医療安全推進担当者会議）に従事しました。薬剤師が増

員とならなかったため、病棟薬剤業務実施加算の再開には至りませんでした。 

今年度も新型コロナウイルス感染症への対応が必要な状態が続き、治療薬の確保・管理、

医師や看護師の支援などを行いました。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響で外来診療や入院診療が減少したため、薬剤管

理指導件数は、令和 3年度の 6,000件から 5,721件へ約 5％減少しました。持参薬鑑別件

数、処方箋枚数（外来・入院）及び抗がん剤調製件数の推移はほぼ横ばいで、注射処方箋

は約 7％増加、TPN（Total Parenteral Nutrition：中心静脈栄養）は 173件から 274件

へ、外来がん患者指導件数も 38件から 64件へ大幅に増加しました。 

厚生労働省が推進している後発医薬品の使用促進に取り組みましたが、後発医薬品の

供給困難な状況が継続し、医薬品の確保及び代替薬の提案に大変苦慮しました。後発医

薬品に切り替えたものを先発医薬品に戻さざるを得ない薬品もありましたが、結果的に

後発医薬品は 20 品目増加となり、後発医薬品採用率も 20.6%から 23.3%に上昇しまし

た。 

術前・検査前中止薬のスクリーニング数の推移は横ばいでしたが、中止薬の指導件数

は 352件から 463件へ約 1.3倍に増加しました。 

長期実務実習生を 6名受け入れ、薬学教育における薬剤師の育成に寄与しました。 

 

 

薬剤部 



【令和 4年度実績】 

常備医薬品数（令和 5 年 3 月現在）  処方箋枚数（枚） 年間合計 1日平均 

内服薬 504品目  
外来処方箋 

院内処方箋 8,162 33.6 

外用薬 212品目  院外処方箋 57,250 235.6 

注射薬 457品目  入院処方箋 36,751 100.7 

合計 1,173品目  注射処方箋（入院） 63,030 172.7 

  注射処方箋（外来） 12,061 49.6 

後発医薬品院内採用品目数（令和 5 年 3 月現在）  注射処方箋（外来化学療法）  1,641 6.8 

内服薬 145品目 （28.8%）  

麻薬処方箋 

内服・外用 912 2.5 

外用薬 45品目 （21.2%）  注射 6,754 18.5 

注射薬 83品目 （18.2%）  合計 7,666 21.0 

合計 273品目 （23.3%）      

  院外処方箋発行率 87.5％ 

令和 4年度薬事審議会結果    

新規採用 15品目  薬剤指導算定件数 年間合計 月平均 

削除 39品目  指導人数（人） 3,894 324.5 

後発切替 25品目  
薬剤管理指導

（件） 

総算定数 5,721 476.8 

先発切替 5品目  ハイリスク薬 2,491 174.3 

  一般薬 3,630 302.5 

払出し管理薬品数（令和 5 年 3 月現在）   加算（件） 麻薬指導 54 4.5 

麻薬 30品目  退院時指導（件） 412 34.3 

毒薬 23品目     

向精神薬 25品目  外来がん患者指導件数 年間件数 64 

全身麻酔薬 10品目     

血漿分画製剤 16品目  化学療法レジメン管理 

（令和 5 年 3 月現在） 

レジメン数 306 

合計 104品目  

      

院内製剤件数（年間）  
医薬品鑑別件数（年間） 

件数 7,267 

院内製剤 品目数 製 造 件 数  剤数 48,432 

内用剤 0 0     

外用剤 21 636  外来患者薬剤情報提供件数 

（年間） 

一般 2,399 

注射剤 3 772  手帳 2,399 

合計 24 1,408     

  血中濃度解析件数（抗MRSA 薬）（年間） 

無菌製剤処理件数（年間）  初期投与設計  81 

TPN 274  TDM（Therapeutic Drug Monitoring： 149 

抗がん剤 2,625  治療薬物モニタリング）解析  

   特別薬剤治療管理料 1  31 



 

【薬剤師の他の資格取得者】 

日本病院薬剤師会       がん薬物療法認定薬剤師 

日本病院薬剤師会       生涯研修認定薬剤師 

日本病院薬剤師会       日病薬病院薬学認定薬剤師 

日本薬剤師研修センター    研修認定薬剤師 

日本薬剤師研修センター    認定実務実習指導薬剤師 

日本糖尿病療法指導士認定機構 日本糖尿病療養指導士 

山口県医師会         やまぐち糖尿病療養指導士 

日本臨床栄養代謝学会     NST専門療法士 

日本アンチ・ドーピング機構  公認スポーツファーマシスト 

日本腎臓病協会        腎臓病療養指導士 

日本循環器学会        心不全療養指導士 
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術前・検査前中止薬件数（年間） 治験薬管理業務（年間） 

スクリーニング 2,209  治験実施件数  9 

中止薬指導 463  症例数  34 

 

実務実習生受入実績（年間） 

 

3か月間：6名  


